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を見て指導することが大切」 さらに岩井羊
一弁護士からは精神疾患の認定基準を改善

するために、個々の労災認定訴訟で勝利す
ることが必要」だと強調 されました。
その後、会場から 「時間外労働の法的規

制 。精神疾患の労災基準の見直し 。監督官
の増員が必要など意見と質問 ・疑間が次々

と出され活発な論議が行われました。

集会には 5項 目からなるアピール (案)が

提案 されました。が、会場からの指摘もあ

り、討論の結果 1項 目追加 され 6項 目のア
ピール文 として、満場一致で採択 され、県

下全ての自治体と全てのの労基署 ・愛知保

険医協会などに送付 しました。

採択 されたアピール文は次頁に掲載 して

あります。

(文責 :鈴木 明 男)

集会での決議
響 ~‐ 鞘 ギ鮮

名古貫遺苛兎ミ
岱

10月6日 、健康センター今期、最初のイ
ベン ト 「過労死をなくすために何ができる
のかを考える集い」を、労働会館本館会議
室で開きました。参加者は40名に達 し、会

場はほぼ満席になり、成功裏に終了 しまし

た。

集会は開会の挨拶を健康センターの日渕

哲雄理事長代行が行なつたあと、 4名 のパ

ネラーに、それぞれの立場から、増える過
労死の問題点と現状について発言を受けま
した。

過労死家族の会の永縄知子さんは 「大企

業の黒字の裏側には慢性疲労の労働者 と家
族の苦 しみがある」 うつ病体験者は 「長時

間労働をなくさないと労/Sl」者のいのちが奪
われてしま う」労基署監督官は 「企業に対
して労基法 。労安法を守 らせること、現場
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コ0・●集いで採択された7ピ ーfL
日本では、8年 間にわたって毎年 3万 人以上の自殺者を出す異常な事態が続いています。
交通事故死が、年間 1万 人を超えたとき、関係機関が取つた対策 と比べると、自殺予防

対策は相当遅れています。また、労働現場では心の病が増えてお ります。このために失わ

れる人材、医療費などの社会的損出は膨大な額になっていると思われます。 しかも、
一
人

の自殺者の背景にはその数十倍の自殺未遂者、自殺予備軍がいると言われています。
政府はやっと 「自殺対策基本法」を制定して対策に乗 り出しましたが、運動はまだ緒に

就いたばか りです。
これまで過労死家族の会と愛知健康センターは過労死をなくすために様々な努力をして

きましたが、
一向に減 らない現状を、なんとかみんなの力を結集 して大きな世論づくりを

したいと考えています。

私たちは、本 国の集会の名において、以下のように宣言 し過労死のない社会をつくるた
めに、政府 。関係機関とすべての労働組合に要請 します。

(1)労働基準法 ・労働安全衛生法を厳格に守り、長時間労働や過密労働 ・サービス労働を

なくし、安1出して働ける社会を作りましょう。

(2)自殺対策基本法に基づき、自殺防止対策を早急に実施するために必要な予算を計上さ
せ、自殺者をな<す 取り組みを3会めましょつ。

(3)過労死や過労自殺、うつ病を増大させる原因になってしヽる労働基準法の改悪をはじめ、
8時 間労働制度をなしくすしにする 「ホワイ トカラーエグゼブション」に反対 します。
労働時間をはじめ ILO条 約を早急に批准することを求めます。

(4)派遣労働 ・請負労働 ・パート・外国人労働者など非正規雇用者のしヽのちと健康を犠牲
にすることに反対します。最低賃金のヨ|き上げと同一労働同一賃金のルールの確立を
求めます。

(5)時間外労働B寺間の法的な規制をはじめ精神疾患の労災認定基準の見直し、監督行政の
体制強化を求めます。

(6)すべての労働組合が労働者のしヽのちと健康を守るために、労働組合の役書」を果たすこ
と、すべての被災者の泣き寝入りすることなく、過労死のなしヽ社会を作るために立ち
上がりましょう。 以 上

◆ 「11・ 23 労 災 ・過労死電話相談 110香 」
日時 :11月23日(祝)10時～16時 場 所 :センター事務所

◆ 「秋の健康学校 『いま大企業職場では…口過重労働、メンタルヘルス、格差』
日立 。新日鉄 。石播のみなさんによるパネルデスカション

日時 :12月2日 (土)13時～16時 場 所 :労働会館本館 2階会議室

◆アスベス ト問題学習交流会
日時 :2007年1月 12日 (金)14時～16時 場 所 :労働会館本館小会議室

ヽ口…………………………………………………………………………………………………………ジ

ヽ

Ｂ
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『11月23日過労弼 ・過労自死110番J
『12月2日 秋の健康学緩J

健康で人間 らしく働 くたことを目的

に、勤労感謝の 日に、過労死電話相談

110番 を開設 しています。事務所に

て行います。是非ご協力下さい。

「秋の健康学校」は、「いま大企業職場
で…・過重労働、メンタルヘルス、格差」
をテーマに12月2日 (上)13時、労働会館 2

階会議室で開催の予定です。「参加する健

康学校」にするためシンポジーム形式で行

うよう計画されています。

職場報告 と懇談
名古屋市水道局労組と愛高教の職場から

資料提供があり、労安学習の場となりまし

た。
名水労 ・吉川さんからは、地方公務員災

害補償基金名古屋支部審査会の事業の概要
が資料として提供されました。名古屋市支

部審査会では、職場代表の参与が遺族の思
いを代弁する機会として重要視されてきま

した。つまり、名古屋市立の学校 ・交通 ・

水道 ・清掃 。一般職の各労組から、それぞ

れ参与に準ずる代表が選出されており、審
査会日頭陳述において、労働者の立場に立

つた意見陳述を行うことができます。これ

は全国でも最も進んだ、優れた制度と言え

ます。県の公務災害補償基金支部審査会で

は、労働者側参与が連続して欠席している

事実が報告され、参加理事の怒りを呼びま

した。

愛高教 ・天野さんからは、学校現場にお

ける労安活動を紹介する労安ニュースが提

供されました。今年の全国安全衛生週間の

取り組みもきちんと位置づけされ、組合員

が労安に関心を深めるよう注意を喚起して

います。県の総括安全衛生委員会の審議内

容は、労安ニュースで職場に知 らされてい

ます。 4号 のニュースでは、復職後の 「後

保護」について、改善が報告 されています。

高校職場では、超過勤務時間は、割 り振 り

制度の運用で解決 し、サービス労働時間を
つくらないように努力 されています。

理事に要請 された点を紹介 します。

①ニュースに理事のエッセーが載ります。
順次紹介されますのでご期待ください。
読者のみなさんの投稿も大歓迎です。
②全国センターの機関紙 「いのちと健康」

年間購読3,200円および 「労働と医学」
年間購読4,000円の読者を募集中です。
③理事のみなさんの協力で、健康センター

の年会誌1000円の普及と、会員 (年会費
4,000円)を 増やしたいものです。当面
150名会員を目指しています。

④ニュースは職場 ・分会にも届くように、
必要部数を用意します。注文してくださ
い 。

⑤企画中の活動は、アスベス ト問題、メン

タルヘルス対策について職場交流する懇

談会を、 1月 、2月 にできるように準備
しています。
⑥労安学習は、職場に出向いてできるよう
に講師を派遣することもできますので、
あなたの職場で企画を検討し、愛知セン

ターヘ申し込んでください。

感謝 状 の贈 里

健康センターの活動に多額の寄付をされ

た方に対 して、理事長代行 。田淵哲雄先生

から感謝状が贈 られました。

吉川正春氏、山下康子氏、今枝正昭氏、

宮崎脩
一氏、永縄知子氏、鈴木美穂氏、杉

山正章氏の 7名 の方を誌上でご紹介 しお礼

を申しあげます。ありがとうございま した。

を成功させよう

■■ン月 2H 第 2巨 H聖 華 卒モ筆 を=帳掲 催
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10月 7日 、「アスベス ト110番 」が全

国27カ所で開設 されま した。愛知健康セン

ターも 2本 の電話を設置 し、電話相談を行
いました。午前は樽井弁護士、午後は渥美

玲子弁護士が席につき、建交労 ・石村ひろ

江 さんも参加 しました。
マスコミからは、前 日に中日新聞、当日

はCBCテ レビ 。TV愛 知から取材があり

ました。電話相談件数は、当日3件 、翌 日
2件 で、全国では19都道府県26カ所で開設
され、141件の相談がありました。

渥美弁護士が受けた相談の一つは、「自
宅前で建物を解体 している。将来アスベス

ト被害がでた場合 どうしたら?」 とい うも
ので した。渥美弁護士は、「なるべ く近寄
らないこと。詳 しい解体作業のメモを取つ

てお くのも有効。」などと的確に応対 して
いました。今後もアスベス ト問題を軽視す

ることなく、被害への補償 と予防に健康セ

ンター としても取 り組んでいきます。

(文責 :大家信義)

アス恢 卜!lUぴ―価　
躍

マツヤデンキ

小 池 過 労 死
あ 4Ⅲ繍

電話相談中の鈴木さん口石村さん

ない人も安心して

世会に!!
小池さんの労災認定を支援する会結成総会を開催

10月 8日 (日)午後 1時 30分か ら、労働
会館 2階 会議室にて、小池 されの労災認定

裁判 を支援す る会結成総会が開かれま し

た③
2000年12月24日、マツヤデンキ豊川支店
に勤務 していた小池勝則 さんが自宅で亡く

な りました。37歳で した。
心臓機能障害を持つていた小池さんは、

障害者 3級 の認定を受けていました。2000

年 11月、身体障害者枠でマツヤデンキに採

用 され、豊川支店で働き始めて45日目でし

た。仕事内容は主に立ち仕事で、クリスマ

ス前の繁忙期に加えて、障害者に配慮の無
い職場環境が命を奪ったことは間違いあり

ません。

妻 ・小池友子 さんは、2001年11月豊橋労

基署へ労災認定を申請 しました。 しかし、
豊橋労基署長は、2002年9月 業務外の決定③
同年11月愛知労働局労働者保険審査官へ審
査請求。2005年4月 審査請求も棄却 され、

同年10月に、労災認定を求め名古屋地裁ヘ

提訴 しました。

支援する会総会では、森弘典弁護士から、

提訴に至 る経過 と争点の説明を受けま し

た。争点のポイン トは、障害のある人も無
い人安心 して働 ける社会をめざす ことで

す。また、愛知センターの鈴木明男さんか

ら結成総会までの取 り組みの報告 と今後の

方針が提案がされました③今後、障害者団

体とも協力 し、鈴木事務局長を中心に運動

を進めていくことを確認 しました。
'           (文

責:大家 信 義)
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静岡地載◆

'02年
4月、大手 自動車メーカー ・スズキ

(株)に勤務する新任課長 ・小松弘人 (こま

つひろと、当時41歳)さ んが過労自殺 しま

した。

2006年10月30日午後 1時15分、ご両親が

会社を相手取 り損害賠償を求めた裁判で、

静岡地方裁判所浜松支部 (酒井正史裁判長)

は、「1ス ズキは、原告に対 して、5,866万

円余 と年5分の割合による金員を支払え。
………4こ の判決は第 1項 に限 り、仮に

執行することができる」 とする判決を出し

ました。原告側の主張を全面的に認めた画

期的な判決で した。

ご両親は、「私たちの主張する安全配慮

義務違反について、法廷で勝利判決が出さ

れました。癌、子の無念を晴 らすことができ、

満足 してお ります。ただ生きて救えなかつ

たことが生涯の苦 しみです。スズキは二度

とこのよ うな悲劇 を繰 り返 さないでほ し

い。皆様方のご支援 とご協力がみればこそ

裁判勝利できま した。心より深く感謝申し

上げます。」 とコメン トしました。

同日午後 4時 、弁護± 3名 と執行官 3名

がスズキ本社に赴き、会社所有の株券約

6,000万円相当を差 し押 さえました。

弘人 さんは、
'02年
4月15日午後、浜松市

のスズキ本社屋上より飛び降 り自殺 しまし

た。入社以来、シ
ー ト (座席)関 係

一筋で

設計に従事 してきま した。
'02年
2月1日か

静岡安全健康センター事務局長 橋 本 正 紘

ら、はじめての四輪車体設計グループに管

理者 として異動 しました。慣れない新車開

発設計で死亡前 lヶ 月間の時間外労働が

149時間、死亡前 2ヶ 月間の月平均時間外

労働が150時間に達 し、死亡前 3ヶ 月間の

月平均時間外労働が117時間に達するなど、

長時間労働が続いていました。その結果、

会社業務による精神的ス トレスや過労から

「うつ病」を発症 し、新任務に就任後わず

か74日後に過労自殺に追い込まれました。
'03年
2月 21日、浜松労基署に労災申請 し、

'04年
5月 19日に労災認定されていました。
'05年
2月 14日(月)、ご両親はスズキに

対 して、働 く者のいのちと安全は保障され

るべきものとして、会社の安全配慮義務違

反を問 う民事裁判を静岡地方裁判所浜松支

部に起こしていたものです。

なお、被告 ・スズキは、即 日(10月30日)、

東京高裁に控訴 した事を、私は怒 りを込め

て報告 します。

スズキ自動車 ・過労死事件を訴える小松さん 、
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職場で関心が広がるデンソー・Jll野裁判

次回.12月 8日 151書地載1103法廷
トヨタシステムは、競い合ってさまざま

な労働現場に取 り入れ られ、労働者を過重

労働に追い立てています。民営化の道を歩

み始めた郵政は トヨタシステムに飛びつい

て JPS(ジ ャパン ・ポス ト・システム)

と名づけ、儲けを生む企業へ変身を押 しす

すめる手段にしようとしています。郵政の

現場からは 「自動車をつくるラインの仕事

と違 う」と反発の声が各地から上がってい

ます。 (朝日新聞10月29日報道)

川野裁判はこれから 「本番」に入つてき

ますが、 うつ病、過労死を生み出す トヨタ

システムに内蔵 された問題点を明らかにし

ていくでしょう。川野さんの裁判を知った

同僚の関心が高まり、同じ病に苦 しんでい

る労働者が相談に来るなど変化が現れてい

ます。川野さんは 「私がパワハラ、長時間

労働で うつ病にさせ られ苦 しんできた本

人。証拠はすべてある。働きやすい職場を

作るために闘いぬく !」 と心の うちを語つ

ています。 ト ヨタ自動車 ・内野過労死労災

認定裁判 と連携 して共に勝利することに意

欲を燃や しています。次回の裁判は12月8

日15時から地裁1103法廷です。同じ法廷で

内野さんの第 9回 日頭弁論法廷が15時30分

から開かれます。傍聴 よろしくお願い しま

す。

(文責:近森 泰 彦)

中電 。藤田裁判支援する会第3回総会開催!!

次回.11月 29日何時1001法廷
lo月21日(土)午後 1時 30分から労働会館

において30人の支援者を集めて、支援する

会総会が開かれました。

2006年5月 17日、名古屋地裁で監督署の

決定を覆す労災補償認定の判決を勝ち取 り

ました。 しか し、被告 。国は、原告 ・弁護

団 ・支援する会の 「控訴せず判決を受け止

めよ !」 とい う強い要求を眺ね返 し、不当

にも 5月 30日控訴 しました。

8月 21日に最初の控訴審法廷が開かれま

した。こうい うことを何回も経験 してくる

と、
一体、労働基準監督署は誰のためにあ

るのかと怒 りがわいてきます。森弁護士は

「藤 田裁判に勝利することは国の労災認定

基準を実情にあった方向で改めさせる大き

な力になる」 と意義を話 されました。国は

うつ病を発症 したことは認めても発症から

亡くなるまで症状の増悪 と業務の関係を、
一切認めようとしません。なんと言 う片手

落ちでしょうか。 このような国の誤つた判

断基準が多くの遺族を長期裁判 と苦 しい生

活に追い遣ってきました。いま、働 くもの

のいのちと健康を守る全国センターが中心

になつて、国の誤つた判断基準を変えさせ

る働きかけを強めているところです。この

裁判はその点からも大きな注 目を浴びてい

ます。総会では、全労働者を視野にいれた

運動をつくりあげることを確認 しあいまし

た。また、アスベス ト中皮腫で夫を亡くし

た元中電労働者 ・藤原 さんの奥さんから、

「中電に損害補償を求める裁判をおこなう」

とい う発言がありました。たくさんのアス

ベス ト入 りの保温材を使つている火力発電

所の現場労働者 ・下請け労働者の健康診断

を行い、発病者に誠意を尽 くすことは企業

として当然のことではないでしょうか。代

表者に柴田隆通さん、事務局長に伊藤幸康

さんを選出しました。次国の裁判は11月29

日‖時1001法廷です。多くの方に傍聴をお

願いします。      (文 責 t近森 泰 彦)
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棚 竹
9月 15日午前11時、名古屋地裁大法廷の

傍聴席は満員。原告 3名 がそれぞれ 5分 程

度の最終陳述をしました。

小出孝典 さんは 「会社は自分たちに責任
はなく、家族に責任があるといつているの

は間違いです。毎 日懸命に仕事をしてきた

父を嘘つき呼ばわ りし、遺族を侮辱するの

は許 されない」 と陳述。

高見一七子さんは 「葬儀の 日に訪れた会

社役員は会社の責任を認めていたのに、裁

判では 『記憶にあ りません。』 といって逃

げている。」「父が亡くなって苦 しむのは遺

族だけとい うのはおか しい。」 と訴えま し

た。

尭さんの妻、典子さんは 「家族全員で う
つ病の夫を支えてきた。会社は責任を明確
に認めると共に、再び自殺者を生まないよ

うに安全衛生管理体制を整 えてほしい。」
と陳述を締めくくりました。

法廷のあちこちから、すす り泣きの声や

目、頭を拭 く姿が見えました。被告弁護士か

らは発言はなく、裁判長は、判決は2007年

1月 24日午前11時30分から大法廷で行 うと

さ ざん か 学 園

噺 局売耳塩富キ警事口 「距震り肩高

公務災害認定裁判

宣言 して閉廷 しま した。

支援す る会は10月13日、ボーダフォンに
「判決後は誠実に話 し合いに応 じよ」 と申

し入れ を し、10月17日には石播争議団 と共

に、名古屋駅前において宣伝行動 もしま し

た。併せて、判決までに5,000筆を 目標 と

する新 しい署名 にとりくむことを決めま し

た。
■ ■ ■ ロ ロ

r口

(文責 :宮崎 脩 ―)

申

日
田
鶉

ロ

不当な
2006年 9月 19日、さざんかギ園健康裁判
に対 し、最高裁が 「上告棄却」の不当な決

定を下 しました。
「さざんか学園」は、横浜市にある知的

障害児通園施設です。酒井昌さん、宮川昌

代 さんは、子 ども達の成長のために、自分
たちの力が少 しでも役ににたつことを生き
がいに仕事を続けていました⑥
しか し
'84年 ～'85年 にかけて、その保育

や介護の仕事で頚肩腕障害 ・腰痛症になり

ま した。
'89年
、二人は公務災害認定申請

をしましたが、地方公務員災害補償基金横

浜支部は、職場の実態に目を傾けず 「公務

外」 としま した。やむにやまれず、
'97年

に裁判所に提訴、
'02年
7月 、横浜地裁に

おいて公務災害認定を勝ち取 り、 8年 ぶ り
に解決するかと思われました。
ところが、横浜基金支部 (支部長 ・中田

市長)が、不当にも控訴 したため東京高裁
での継続 となりました。東京高裁は、何 と

たつた 2回 の短い審理のみで不当な逆転裁

決を下 しま した。
'03年
、最高裁へ控訴 し

闘いが続いていました。 しか し、今年 9月

に最高裁は、不当にも 「上告棄却」の決定

を下しました。

最高裁へ上告 してから3年 以上の月 日が

費やされてお り、なぜこれほど時間を要 し

たのか明らかにされていません。
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トヨタ自動車

内野過労死

労災認定裁判

今回、原告 ・弁護団からは、二つの準備書面15・16が提出されました。
それぞれの準備書面の主な内容は以下のとおりです。

■準備書面15

国の時間外労働時間の認定の誤りを指摘し、在社時間はすべて時間外労働時間と主張

轍 露i題垂i田 :轟 :鍮 1輪 i剛 :轟抑i髄灘勲|
健―さんの業務の過密 。過重についての国の誤りを指摘

支援する会事務局 鈴 木 利 往

準備書面では、在社時間と時間外労働時

間が争われた判例 として名古屋南労基署長

(中部電力)事 件の名古屋地方裁判所 (平

成 18年 5月 17日)判決を上げている。判決

は、「・…太郎の性格や業務遂行能力に照ら

せば,被 告が主張するように在社時間のす
べてが労働時間であつたとはいえないと断

言することはできず,そ の他太郎の在社時

間が労働時間であることを否定する合理的

な証拠も認められないことに照らせば,大

郎の在社時間を時間外労働時間と認定する
ことが最も合理的であるとい うことができ
るから,被 告の上記主張は採用することが

できない。」と判示 している。
つまり、健一さんの労働時間であること

を否定する合理的な証拠が認められないか

ら、在社時間をすべて時間外労働時間と認

定することが合理的であると指摘 していま

す。従つて、被災者 ・健一さんの時間外労

働時間は長時間であつたと言えます。

■準備書面16

ライン外作業者としての健一さんの業務の過密 コ過重労働についての国の誤 りを指摘

準備書面では、被災者 ・健
一さんの過重

で過`密な業務の様子が浮き彫 りにされてい

ます。それは、被災者 。健
一さんのライン

外作業者 としての過重な業務の様子や申し

送 り帳の記載が反対直 と比べて丁寧かつ詳

細であり、記載件数も多い点を指摘 した上

で、次のように結論づけています。
「・…被災者のライン外業務の負担は、

派遣社員が配属 されたことにより、被災週

の舟曜 日以降、被災者が派遣社員の指導を

することによる業務増、堤GLが 派遣社員

の指導をすることによる被災者の業務増及

び 日頃から行つているライン外業務、と従

前に比 して業務負担が増え、よリ
ー層過重

。過密 な状態であつたことが明 らかであ

る。

被災者は、EXを 補充 してもらいたいと

い う切実な希望も裏切 られた上、業務のフ

ォローが必要な派遣社員が工程に入つてき

たことにより普段以上の業務量を
一人で抱

え込まなければならなかつた。そして、被

人

よ

明

略

で
被

を

　

た

ヽ
も

八

何

し

者

配

な

か

基

面

者

い
傍

援

道

り

ひ

で

ｏ

災

員

う

ら

に
真

災

招

　

支

歩

あ

田
が

た
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過労死遺族、制度導入反対を申し入れ
10月24日、過労死 した労働者の遺族や う
つ病などで健康を害 した労働者 らが、厚生

労働省が導入を検討 している自律的労働時

間制度 (日本版ホワイ トカラーイグゼンプ

ション)に ついて、同省や連合 (高木岡J会

長)に 反対の申し入れをしました。過労死

の家族 らがまとまって申し入れをするのは

初めで、名古屋からはボーダフォン過労自

死訴訟原告 ・小出典子 さん、高見一七子さ

んが参加。参加者は、「この制度は長時間

労働を助長する。私たち過労死遺族の悲 し

み苦 しみを二度 と繰 り返 してほしくない」

と訴えた。

申し入れを行つたのは、▽長時間労働が

原因で脳 ・心臓疾患を発症 した労働者▽肉

親が過労死 した遺族▽ うつ病になった り過

労自殺 した人の家族など約20人。

申し入れ書では、肉親や本人が経験 した

長時間労働の危険性や実態を訴え、制度の

導入で違法な労働状態が合法化される危険

性を指摘、「過労死やス トレスにおびえる

ことなく、安心 して働けるルールの確立」

を求めている。

メンバーの要請を受けた連合 。高木会長

は 「過重労働の現状を放置 して自分たちの

使い勝手のよい制度を作ろうとい う使用者

の意図は筋が通 らず、認めるわけにはいか

ない」と連合 として反対する姿勢を表明。

小出さんと高見さん (右から二人目、二人目)

'00年
に電機メーカーでエンジエアをし

ていた夫 (当時40歳)が 脳内出血で過労死

した渡辺しのぶさんは 「夫は名ばかりの管

理職として働かされたのに、『好きで働い

ていた』などと会社にさんざん言われた。

すべてを自己責任 とする制度が導入された

ら、遺族はもつとつ らい思いをする」と訴

えた。

また、夫が過労自殺 したボーダフォン損

害賠償訴訟原告 ・小出典子さんは 「突然の

死で遺族は精神的にも経済的にもつらい思

いをする。そんな思いを他の人にさせたく

ない。夫の死をむだにしないためにも、過

労死や自殺を助長するような制度は許せな

い」と涙声で訴えた。

(毎日新聞より抜粋)

″
。 健康で宅全に働く○○講座の出前に応じ孝す h
労組であ、会社であ、物 であ、支窮銘宴預螢 であ

これまでにも、 」 R貨 物運転の熱中症問題、病院職場でのメンタルヘルス対策など、愛知健康

センターから、職場に出向いて講座を行つてきました。どれも好評でした。
一宮地方の 「職場の

メンタルヘルス対策」講座も予想を超える50人の参加がありました。テ
ーマによつては学者など

の専門家を紹介することもできます。どうかすすんで 「出前講座
一丁頼む」と、連絡をいただき

たいと思います。交通費程度の費用で済みます。

、ヽ口_ロロロロロロ‐口‐。ロロ‐ロロロロ‐‐。ロロロロロ‐コロ‐‐‐。ロロロ‐‐ロロロ‐‐‐‐‐‐‐ロロ"ロロロ‐。ロロロロロロロロ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐コ″〃
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刈谷市職員

倉田康弘さん

過労死事件

刈谷市職員 ・倉田康弘さんの公務災害認

定を求める会 ・弁護団会議では、現在、倉

田さんの過重な業務を証明するための証拠

書類の提出に向けて準備を進めています。
その結果、支部審査会の開催時期について

は調整中で、各種証拠書類の提出後になる

と予想 されます。

提出を予定 している書類は、専門医意見

書 ・追加補充書、そ して最終準備書面です。
これ らの書類が完備 され るのは早 くて年

内。書類が提出された後に支部審査会が開
かれるとい う日程です。従つて、支部審査

文「7雰蒼会の肝だ貯財を評密申

ヽ

ヽⅢ…………… Eと…………………………………………………………………………………………ジ

″

… ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ロ ロ ロ コ ロ ‐ コ ロ ロ 。 ‐ 口 ‐ ‐ ‐ ‐ 口 ‐ ‐ E " 口 ‐ 口 … ロ ロ ロ ‐ 口 E  E 口 … 口 o  Ⅲ  Ⅲ  Ⅲ Ⅲ  Ⅲ  8 ‐ 口 0 ‐ ロ ロ ロ ロ 。 ‐ ‐ ‐ ‐ 口 口 “ ‐ 中 ‐ ロ ロ ‐ ‐ ロ ロ ロ ロ ロ

、

◆ 「アスベス ト被害とその救済」 (岐阜県弁護士会 連 続市民講座)
日時 :11月 11日 (土)午後 1時 30分

場所 :岐阜県弁護士会館 3階 ホール

内容 :講演 「アスベス ト被害とその実情」

講師 粟 野仁雄氏 (ジャーナ リス ト。「アスベス ト禍」著者)
アスベス ト救済制度紹介

お問い合わせ :岐阜弁護士会 TEL 0 5 8-265-0020

◆ 「団塊世代の退職と将来の労働力不足への対応」(第11回公開シンホ
°
ガウム)

(名古屋市立大学経済学研究科・日本政策投資銀行 ・協同研究成果報
:12月 7日 (木)午後 2時 ～午後 4時 30分

:中区役所ホール

:愛知県内企業を対象としたアンケー ト調査をもとに、団塊世代の退職
が経済に与える影響を論 じ、人手不足に対する高齢者 ・女性 ・外国人
労働者の活用の可能性を議論

参加費 :500円 (資料代)定 員 :400名 (申し込み多数の場合は抽選)
申込み方法 :インターネット(名古屋市電子申請サービス)より申請。

:         https://w岬 .e一shinsei.city.nagoya.jp/[11月15日(水)必着]:
(口…………………………………………………………………………………………………………ジ

時

所

容

日

場

内

追 加 補 充 書を 準 備 中

会が開かれるのは、年明けになると思われ
ます。しかし、3月末には、支部審査会審
査委員の交替も考えられるので、年度末ま
でには何とか審査会を開催するべく準備を
進めています。
なお、代理人になっていただいた方には
大変長くお待たせ して申し訳ありません
が、審査会日頭意見陳述の日程が決まり次
第、早急に連絡させていただきますので、
ご理解 ・ご協力下さいますようお願い致し
ます。
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全国センター. 自殺認定指針の検討会を開催

精神疾患の 原因の多くは慢性ストレス
◆厚生労働省は、「精神障害等に係る業務  と すること。
上外の判断指針」の改正作業に着手した模  <運 用基準>で は、慢性ス トレスの取り扱
様です。こうした情勢をうけ全国センター  い 、長時間労働の過労死水準の評価、ライ
は、10月4日午後、「判断指針の検討会」を  フ イベントの相乗評価

開催。冒頭、岡村副理事長が 「精神障害 口 な どを提起しました。
自殺労災認定指針の改正案」を提案しまし

た。                   ◆ 精神科医の天笠崇医師は、医学的な知見
<基 本的な考え方>で は、ライフイベント に 立ち 「判断指針」見直しを提言。
(事件的出来事)による急性ス トレスより、   基 本的な考えとして、
ディリー ・ハッスルズ(日常的な煩わしさ) ① 業務上の精神障害発症には、ライフイベ

による1曼性ス トレスが精神疾患の発病原因  ン トより慢性ストレスの影響が大きいこ

として作用していることを明確にするこ  と 。

と。その上で、              ② 個体的要因や職場以外の心理的負荷が認

①業務以外のス トレス及び個体側要因が原   め られず、職場における心理的負荷が認

因でなく、業務による 「過重ストレス」  め られる場合は業務上と判断すること。

(精神障害の発症要因となり得る過重な  を 提案。

慢性ス トレス及び急性ストレス)で 発症   改 正点は、

した精神障害及び自殺は、業務との間に ① 「精神障害を発病」を 「発症」とし、「発

相当因果関係があると認めること、     症 」の定義は 「IC}10及びDShl IV―TRの

②、「過重ス トレス」の強度評価は、多くの   診 断基準を最初に満たして時とするこ

人びとがどう受け止めたかという同種労   と 。

働者を基準にするのではなく、当該労働

者がおかれた立場や状況を十分掛酌して  ② 「発病前おおむね6か月」を 「発症前お

適性に強度を評価することが相当である   お むね 1年」とすること。

こと、                 ③ 罹患後の悪化や増悪を評価すること。

③精神障害の発病後に引き続き業務に従事  ④ 心理的負荷の強度評価は 「類推評価」に

し、その業務の慢性ストレス及び急性ス  よ り総合判断すること。

トレスによつて症状の増悪や自殺が起き ⑤ 労働時間の取り扱いは脳 。心臓疾病の認

た場合、発病後の業務との間に相当因果   定 基準を準用すること。

関係があると認めること。        な どです。

<対 象疾病>で は、WHOのICD-10第V章 に  京 都や愛知、出梨の各センタ
ーから、精

分類する全ての疾病とすること。      神 障害や過労自殺のとりくみ事例からの問

<認 定要件>で は、            題 点が報告され、2つ の提案の討論を行い

①発症前おおむね 1年間に精神障害の発症  ま した。
。増悪要因となり得る過重ストレスの認 ◆ 最後に回村昭彦副理事長は、

められる業務に従事したこと、      ① 岡村提案を土台に全国的な意見集約をお

②業務以外のス トレスで発症 ・増悪したと   こ なうこと。

認められないこと、           ② ll月理事会で 「指針の改正要求」をまと

③他に精神障害を発症 ・増悪させる個体側   め 厚労省交渉を実施すること。

要因による確たる要因は認められないこ を 提案し、了承されました。

と。                         (「 全国センター通信」No.89より転載)
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名古屋過労死家族の会、

全国センター「過特白殺認定指(乗)」に事望
10月31日夜、名古屋過労死を考える家族

の会では、東野さんを囲んで懇談を行いま

した。

その折 り、「過労 自殺認定指針 (案)」に出

された主な意見は次の 4点 です。

(1)東野 さんのご主人は単身赴任中、 うつ

病に罹患。治療を続け会社に復帰 した

が、 う つ病 を再発 しま した。 こうした

事例の場合、二回 目の うつ病発症の 6

ケ月前の時点か らのス トレスだけを評

価す るのでなく、最初の うつ病の発症

前 6ケ 月 と発症後、そ して再発するま

での間の業務によるス トレスも考慮 し

た上で、労災の認定を行つて欲 しい。

(2)労災認定にあたつて、業務起因性を考

察す るときに、使用者側の安全配慮義

務欠如 ・違反についても、判断の考慮

にいれて欲 しい。労災は無過失責任制

をとつているとは言え、安全配慮の欠

如 ・違反によつて うつ病が悪化 してい

くものだか ら、業務起因性 と安全配慮

義務 を切 り離 して考えることは実態に

合っていない。二つは切 り離せないこ

とだ。

(3)労災認定のためには、被災者の遺族が

事実の証明をしなければ認められない

制度には問題がある。単身赴任や遠隔

地に一人住まいを している夫や虐、子の

労働実態は、わか らないのが当た り前

です。にもかかわ らず、遺族に様々の

資料を探 し求め整えさせるとい うのは、

本来無理なことをや らせている。いろ

いろな資料を持っている会社側に証明

の義務をもとめるほ うが、妥当ではな

いか。 もつとも、ほとんどの会社は遺

族の労災認定申請に非協力的な点が多

数報告 されている。従って会社が労災

ではないとい う証明が出来ない場合は

労災として認めるように制度を改める

べきである。

(4)労災認定の二審制度は、公務災害認定

の場合 もふ くめ、中央審査会はほとん

ど機能を果た していない。そればか り

か、認定申請段階で、地方組織が 「労

働災害 。公務災害」 と判断 しても、中

央組織への協議 。菓司が義務づけられ

てお り、地方組織が下 した判断を反映

しない決定が中央組織か ら押 しつけら

れている。 さらに認定までの時間がか

か りすぎて、被災者の救済を事実上遅

らせることになつている。中央組織ヘ

の協議 。実司は廃止すべきである。

(5)全国センターの改訂案は難 しくて、素

人が理解 しにくいので、もつとわか り

やすい言葉で提示 して欲 しい。弁護士

の専門用語や論法を使つていては、ま

わ りくどく、理解 しにくい。 もつと、

簡単でわか りやすい文に して欲 しい。

(文責 :宮崎 脩 一)
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盛:轟i晶i晶

この夏、仲間の裁判が終わつた。

電機メーカーに勤めていた彼女のご主人

は、過労からくるうつ病になり、 43歳 で

自死 した。地裁で負け、高裁で和解 した。

和解せ ざるを得なかった。決 して満足する

内容ではないと思 うが、妻は強い。 「勉強

になった。後悔 したくなかった。これから

も自分の為に勉強する。」 と言つた。
一般的に、単身赴任等の場合、過労死の

労災認定は本当に不利である。
一
緒に生活

していても、
一
歩外に出ると、夫の行動や

仕事内容は、妻には判 らない部分がいっぱ

いあるが、単身の場合は特に不明な点が多

V 。`

2004年 11月 3日 付けのコピーを持っ

ている。独身の息子さんを亡くされたお父

さんから送 られたものである。

「息子のやっていたシステムエンジエア

の仕事は、絶えず新 しい技術を覚えなくて

はならず、勤務時間外に勉強 しなければつ

いていけない、そんな仕事のようです。深

夜、アパー トに帰つてからも、ずいぶん勉

強 していた形跡 もうかがえました。

息子の死後、アパー トの整理をした折に

も、会社の書類を多数返却 したことを思え

ば、持ち帰 りの仕事もずいぶん有ったので

はないかとも思われます。こうした 1人 暮

鈴木 美 穂

らしの者が、いつ出勤 していつ帰ったかと

か、どんな暮 らしをしていたのか多くのこ

とが推定でしか判 らないことがほとんどで

す。非常に少ない資料 しかないのが何 とも

悲 しい限 りです。檀、子が 30歳 の若 さで脳

出血で死亡した事に、どうしても納得でき

ないのです。」

と言 う文面である。労災も認められず、企

業相手の裁判もわずかの額で和解せ ざるを

得なかった。

捨てられずにいるファックスでの文面な

のだが、本当に、単身者 も独身者 も、過労

死を労災と認めさせるには、遺族にとって

極めて不利な状況であると思 う。

2006年10月、労政審の分科会で、使用者

委員が過労死について 「自己管理の問題。

他人の責任にするのは問題」と暴言 ともい

える発言をしたと言 う。 自己の健康管理 。

時間管理は、全て長時間労働の影に飲み込

まれているではないか!l。自己管理の問題

とい うなら、それだけの時間を与えてと言

いたい。

和解せ ざるを得なかった 2つ の事件、被

災者は 43歳 と30歳 。まだまだこれから

の人たちの死を、残念に思 うと同時に無駄

にしてはいけないとつくづく思 う。
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厚生

平成18年10月6日

判簿縄縄麓録議糟融線:覇覇;

摩生労働省労働基準局
安全館生部労働簡生課
労働簡生課長     金 井雅

夜間直通 03(3502)6755

F石鵠業務に従事した離機者に対する特別盤盛紗断』について

O過 法に石縮作業に従事していたが、一定④雛覺がなもヽ等により穏締に係る健康管理手機
を所右しておらず、かつ当該作業に従事してしヽた串業犠め鶴業等により葛締健康診断を受
診で議 い労働者に対し、無盤で健康診断を襲髄します。
O対 象となるのは、過去に石締を製造し、叉‖ま毅毅う維業‖こ縫事して遇磯じた者のうち、以下
の金ての項目を満たす者です。
(1)廃業等の理由により、事業者が実施する寵診を盤診できなしヽこ逸
(2)石線に係る健康管理手帳を所有してし略いこと
(3)従事していた作業が特定できること
(4)初田ばく露から10年以上経過じてしヽること
○ 申請に際しては、健診機関から配布された自寵式闘診票に必要事項を記入し、健診の対象
者であることの確認を行います。実施機関甘ま、全国労働衛生団体連合会会員機関を中心とじ
た別添(PDR195KB)名簿1の148健 康診断機関で、

平成18年1弔潟葛圏〈氷)から相月17日(金)まで
受け付けを行い、その後健診を実施します(名簿2の53健診機関モま二次健診のみを行い、申
請器の受付等は行いません)。
おヽ問い合わせ、申講器の配布は当該名簿1の健康診断機関、全国労働衛生団体連合会本
部(電話03-5442-5934)で 行います。

額齢寵職憲鶴翻鶴診撃業の磁診襲朧機鱗犠鱒

騒
｀
糠 秦〔縄1嬢 繭 軽

|じ59鵡…2芝―U2せヽ



7ロ ヴに鱗る日常茶舗事
生協労連 ・名勤生協労働組合 稲 嶋 保 之

生来あきつぽく根気のない私が、めず ら

しくほぼ毎 日、 1年 も続けている習慣があ

る。それは、自分のブログに、些末な毎 日

の出来事を、ツラツラと書き連ねているこ

とだ。

ご存知のこととは思 うが、ブログとは、
「ウェブログ」の略。 これでは説明になつ

ていないが、 ITに 詳 しくないので、これ

以上説明するのは難 しい。ははは。も少 し

い うと、インターネ ット上でカンタンにで

きるホームページってところだろうか。

ホ リエモンの会社が健在だった ?頃 、C

Mで 「ブログ」って しきりにやつていたが、

何の意味だかさっぱりわからなかつた。パ

ノコンの知識 も乏 しかったのだが、「イン

ターネ ットで情報を発信する」とい うこと

には、なんとなくだが興味はあつたのだ。

労働組合専従 とい う 「仕事」を引き受け

早や 5年 を越 した。 とんとん拍子に活動が

すすみ、意気軒昂、 日々怪気炎 とい う毎 日

が続けば、ス トレスなどは感 じないのかも

しれない。 ところが亀のコ以上に歩みは遅

く、時には 「後退 していないかい ?」 つて

ほどの進捗に、 日々悩むところ多くあり。

「なんとか思いを発散するところがほし

いよな…」「日々の悩みを書きとどめて、

あとで読み返し、『あんなことで悩んでい

たんだ。アホやナ…』と成長 (後退か?)

を振り返りたい」なんてところが、ブログ

をはじめたキッカケであつた。

はじめるのは実にカンタンだった。ブロ

グサービスに登録をし、ブログのデザイン

ろ設定はあったが難 しいものではなく、も

のの 30分 もしない うちに、インターネッ

ト上に私のブログが公開 されたのであっ

た。

「ブログ炎上」とか 「ホームページ荒 ら

し」とか心配事もあつたが、考えてみれば

世間でブログ人口つて、限 りないほどいる

のだ。そんなに自意識過乗」になることもな

く、いじわるなコメン トが寄せ られたこと

もない。 1年 もやつていて 「さび しい…」

と″8う ほどだ。

ただ私は、ブログをやっていること自体、

家族にも身の回 りのひとたちにも言つてい

ない。だって、言えば本音が書きにくくな

るし恥ずかしい。…このへんのところが、
一皮むけるかどうかの境 目なのかもしれな

い。

個人で開設するブログとは意味合いが違

うが、名勤生協労組 。中堅部でもブログを

立ち上げ、まだ固定的なメンバーではある

が交流がはじまっている。メールやインタ
ーネ ッ ト社会の弊害をとなえるひ ともい

る。たしかに今の時代こそ、顔 と顔をつき

合わせ本音で語 り合 う場が必要で大切なこ

とは痛感 している。 しかし、ブログで交わ

される意見交換や、めったに会えない人の

近況報告など目にするたびに、「あのひと

に直接会つて話をしたいなぁ」つて思いも

募るのである。 ともすれば職場間を分散さ

れ、分断化 されがちな中高年ではあるが、

ブログとい うコミュニケーションで、少 し

でも距離が縮まれば とい う願いもあるの

だ。 この冬、「中堅部みんなで温泉合宿を

しよう」とい う話が、ブログでも持ち上が

つている。今後の盛 り上が りを期待 したい。速書き始める。いろい堰坐箕坐蟹
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部 )】〓E首

月  日 事 項 時間 ・場所など

11月10日(金) 第4回 全国センター理事会 10:00 東 京

12日 (日 ) 愛知赤旗まつ り 9:30 大 高緑地

13日 (月) 第 6回 事務局会議 10:00 事務所

14日(火) 過労死研究会 18:00 水野弁護士事務所

17日(金) 栄総行動 10i00-16:00

18日(土) 森 英 樹氏講演 9i30 ア イプラザー宮

22日 (水) 過労死家族の会厚生労働省交渉 午 後 東 京

総会 。「過労死を考えるつどい」 18:15 全 労連会館 2階 ホール

23日(祝) 過労死を考える全国交流集会 午 前 東 京 ・全労連会館

過労死電話相談 110番 10:00-16:00 健 康センター事務所

25日 (土) 愛知争議団総会 13:30 労働会館東館ホ司レ

26日 (土) トヨタシンポ

「あなたの知らない トヨタ」その後 10:00 豊 田市農村改善センター

27日 (月) 第 7回 事務局会議 10i00 事務所

29日 (水) 中部電力 ・藤田裁判控訴審 11:00 名古屋高裁

12月 2日 (土) 秋の健康学校 13:00 労働会館 2階 会議室

8日 (金) 全国センター総会 13:00 東京

デンノー ・川野労災認定裁判 15i00 名 古屋地裁 1103法廷

トヨタ自動車 。内野過労死認定裁判 15:30 名 古屋地裁 1103法廷

11日 (月) 第8回 事務局会議 10:00 事務所

15日(金) マツヤデンキ・小池過労死認定裁判 10:00 名古屋地裁1103法廷

16日 (土) 名古屋過労死家族の会。望年会 12:00 健 康センター事務所

20日 (水) ドラッグスギヤマ損害賠償 ・杉山裁判 13:30 名古屋地裁1103法廷

1月 11日(水) 第 3回 理事会 18i30 労 働会館 2階 会議室

12日(ると) アスベス ト問題学習交流会 14:00 労働会館 2階 会議室

13日(土) 愛労連 。新春学習会 13:30 名 古屋市公会堂

24日 (水) ホ―ヾ夕
｀
フォン・小出過労自殺裁判半 J力に 11:30 名古屋地裁大法廷
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